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（別紙１） 

管理運営状況 評価シート【令和７年度】 

（評価日８年６月９日） 

１ 施設の概要 

施設名 岩手県折爪岳森林公園 

所在地 

電話・FAX 

HP・電子ﾒｰﾙ 

 二戸市福岡字織詰 26-2 

電話 0195-23-7599  FAX 0195-23-7599 

HP http://www.city.ninohe.lg.jp 

設置根拠 森林公園条例（昭和 55年３月 25日条例第 26号） 

設置目的 

（設置：平成６年５月１日） 

 県民の保健、休養及び森林に対する知識の普及向上に資するとともに、青少年の森林に関す

る体験的学習による森林愛護思想の高揚を図る。 

施設概要 

公園面積 461ha 

建物面積 もりの学び舎（延べ 315.62㎡） 

主な施設 野鳥観察小屋 

施設所管課 
岩手県農林水産部森林保全課 

（電話 019-629-5797（直通）、メールアドレス AF0012@pref.iwate.jp） 

 

２ 指定管理者 

指定管理者名  二戸市 

指定期間 令和５年４月１日～令和 10年３月 31日（５年間） 

連絡先 
住所 二戸市石切所字荷渡 6番地 3 二戸市産業振興部商工観光流通課 

電話 0195-43-3213 

 

３ 指定管理者が行う業務等 

業務内容（主な

もの） 

１ 施設及び設備の維持管理に関する業務 

２ その他森林公園の利用の促進に関する業務 

職員配置、管理

体制 

 

７名 

（令和７年４月１日現在） 

組織図 

〔二戸市産業振興部商工観光流課〕 

 ・課長 

 ・主査兼観光係長 

 ・主査 

〔再委託者〕 

 ・一般社団法人二戸市観光ツーリズム協会から４

名を交代で派遣 

（内訳） 

正職員３名、一般社団法人二戸ツーリズ

ム協会からの派遣４名 

利用料金 
物品販売等（１人１日までごと 570円）、業務として行う写真撮影（１日までごと１台ごと 230

円）、展示会等（１日までごと 5,090円） 

開館時間  ９時～17時 休館日 冬季（11月第４日曜日～４月第４土曜日） 

 

４ 施設の利用状況     （単位：人） 

（利用者数、稼

働率等） 

前期間 

平 均 

指定管理期間 
備考 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 期間平均 

第１四半期 3,452 2,726 2,551 1,970 2,415  

第２四半期 4,556 4,939 4,439 4,532 4,636  

第３四半期 2,370 1,343 1,368 981 1,230  

第４四半期 ― ― ― ― ― 11～４月休園 

年間計(実績) 10,379 9,008 8,358 7,483 8,283  

年間計(計画)  ― ― ― ―  
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５ 収支の状況      (単位：千円) 

区  分 
前期間 

平 均 

指定管理期間 
備考 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 期間平均 

収

入 

利用料金収入 ― ― ― ― ―  

県委託料 3,410 3,421 3,423 3,466 3,436  

自主事業収入 ― ― ― ― ―  

       

小計 3,410 3,421 3,423 3,466 3,436  

支

出 

人件費 1,652 1,700 1,798 2,015 1,837  

維持管理費 1,758 1,744 1,750 1,949 1,814  

事業費 ― ― ― ― ―  

自主事業費 ― ― ― ― ―  

       

小計 3,410 3,444 3,548 3,964 3,652  

収支差額 0 23 125 498 215  

 

６ 利用者の意見等への対応状況 

(1) 利用者意見（満足度等）の把握方法 

把握方法 アンケート調査 
実施 

主体 
二戸市 

(2) 利用者からの苦情・要望 

受付件数 苦情 ０件、要望 １件、その他 ０件 

主な苦情、要望等 対応状況 

遊具をきれいにしてほしい 清掃済 

  

  

その他利用者からの積極的な評価等 

・おもちゃが楽しかった。また来たい。 

・大人も楽しむことが出来た。 

 

７ 業務点検・評価（※） 

(1) 業務の履行状況 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 ・開館期間：４月第４日曜日～11月

第３土曜日 

・開館時間：９時 00分～17時 00分 

・休館日：設けない 

・利用者に対し、正当な理由がない

のに施設の利用を拒むなど、不当な

差別的取扱いをしていないか（公共

性、公平性の確保） 

 

 

・開館期間：４月 24日～11月 21日 

・開館時間：９時 00分～17時 00分 

（ヒメボタル観賞時：９時 00分～21

時 00分） 

・休館日：開館期間中は設けていな

い。 

・利用者に対し、正当な理由がないの

に施設の利用を拒むなど、不当な差

別的取扱いをしていない。 

 

Ａ 

施設の利用状況 ・過去の実績程度の利用者数を確保

している。 

 

 

 

・公園利用者：６年度 8,358 人、７

年度 7,483人と 875人減となった。 

・もりの学び舎：６年度 607 人、７

年度 362人と 245人減となった。 

 

Ｂ 
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事業の実施状況 ・イベントを計画的に実施し、参加

人数を把握している。 

 

 

 

 

 

・ヒメボタル観賞を行い、７月５日～

７月13日一般客の全体数は1,434人

で満足度は 77.3％であった。 

・令和６年度のヒメボタル観賞期間

が 1,596 人であり 162 人減となった

が、観賞者へのアンケート調査の結

果、イベント満足度が 7.9 ポイント

増加した。 

 

Ａ 

施設の維持管理状況 ・保守管理業務、清掃業務、保安警

備業務、外構、植栽管理業務、環境

衛生管理業務、廃棄物処理業務 

・法定保守点検は法令に基づき実施

されている。 

・小規模修繕、備品購入等の状況 

・設備、備品の管理の程度 

・鍵の管理状況 

・避難経路に障害物を置いていな

い。 

・施設の形質を許可なく変更してい

ない。 

 

 

 

 

 

・管理業務委託により、施設や公園内

の管理、清掃、巡回等を毎日実施。 

・遊歩道等草刈業務委託により、公園

内の遊歩道や施設周辺の草刈、清掃

等の管理作業を６～11月で５回実施 

・給水施設保守管理業務委託により、

水道の保守管理を実施。 

・消防法に基づく点検を年２回実施。 

・設備、備品等は良好に管理してい

る。 

・施設の鍵は、ふるさと自然公園セン

ター事務室内の鍵箱に施錠して保

管。 

・避難経路に障害物を置いていない。 

・施設の形質を許可なく変更してい

ない。 

 

Ａ 

記録等の整理・保管 ・業務日誌、点検記録簿、整備・修

繕等の履歴など、各種管理記録等は

整理、保管されている。 

 

・各種管理記録等は毎日事務室で整

理し施錠して保管、月締め後にまと

めて、商工観光流通課で保管してい

る。 

 

Ａ 

自主事業、提案内容の実施

状況 

・提案した事業の管理運営、事業等

が計画的に行われている。 

・提案事業ができない場合、代わり

に取り組んでいる事業の状況。 

・提案した事業として６～３月に学

習体験型イベントを８回、７月５日

～７月13日にヒメボタル観賞を実施

した。 

 

Ａ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 クマ出没の報道等により利用者は減少したが、令和７年度管理計画書に基づき、適切に施設の管理・

運営を行った。 

・改善を要する点 

 施設やイベントの周知や安全対策を強化するとともに、参加者の満足度の把握に努める。 

Ａ 

 

 

 

(2) 運営体制等  

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

職員の配置体制 ・知識、経験を有する人員が適切に

配置されている。 

・職員が仕事内容を十分に把握して

いる。 

 

 

・開館期間中に毎日２名の管理人が

常駐する再委託者は、森林公園や施

設に対する知識、サービス等に対す

る経験も豊富であり、仕事内容を十

分に把握している。 

 

Ａ 

苦情、要望対応体制 ・苦情・要望等の受付・処理体制が

整備されている。 

・苦情、要望等は、事務室やアンケー

ト等で受け付けた後、速やかに管理

Ａ 
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・苦情・要望等への対応が適切であ

る。 

・職員間の情報共有が適切に行われ

ている。 

人と市で適切な対応を行うととも

に、職員間で情報共有している。 

 

 

危機管理体制（事故、緊急

時の対応） 

次について適切に行われている。 

・事故防止の対策 

・緊急事態発生時の対処マニュアル

等の整備 

・非常訓練等の実施 

・事故発生時の対応、報告 

・再発防止のための措置等 

 

 

 

 

 

 

・開館期間中、毎日施設や公園内の

見回りを行い、事故防止の対策をし

ている。 

・緊急事態発生時の折爪岳森林公園

防災・危機管理マニュアルを作成し

ている。 

・開館時に緊急連絡体制や避難方法

の確認を行うとともに、AEDの使用方

法についても確認を行っている。 

・事故発生時は、非常時連絡系統図

により報告を行い対応している。 

・事故等発生の場合は、関係者で再

発防止について打合せ、措置を行う。 

 

Ａ 

コンプライアンスの取組

み、個人情報の取扱い 

・法令遵守への取組みがなされてい

る。 

・公の施設としての公共性、公平性

が確保されている。 

・個人情報が適正に管理されてい

る。 

・個人情報の適正な管理のために必

要な措置を講じている。 

・県の承諾なしに、業務を第三者に

委託していない。 

 

 

・施設や森林公園の管理を条例に基

づき行っている。 

・公の施設として、公共性、公平性を

確保できるよう管理している。 

・個人情報の適正な取扱いに関して

職員で確認するとともに、外部閲覧

禁止の措置や事務室の施錠徹底を行

った。 

・基本協定に基づき、施設の維持管

理、公園の案内及び監視業務につい

て、委託している。 

 

Ａ 

県、関係機関等との連携体

制 

・県や関係機関との意思疎通が十分

に図られている。 

 

 

 

 

・月例の施設管理状況をはじめとす

る各種報告など、二戸農林振興セン

ター林務室との情報共有を密に行う

こととし、管理状況の報告に遅滞の

ないよう務めた。 

 

Ａ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 運営体制の整備に継続して取組むとともに、利用者の安全確保に努め、緊急時の対応が即行える状況

になっている。 

・改善を要する点 

 該当なし。 

Ａ 

 

 

 

(3) サービスの質 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 ・職員の接客態度が良好である。 

・各種事業等が適切に実施されてい

る。 

・施設の管理・運営に必要な研修等が

実施されている。 

 

 

・来館者に施設の案内や説明を実施

し、対応について好評を得ている。 

・管理計画書で計画している事業は

全て実施している。 

・開館時に、管理・運営に関する研修

を行っている。 

 

 

Ａ 
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利用者サービス ・利用者ニーズに応じた施設運営状

況（利用日・利用時間等）である。 

・積極的・効果的な広報活動を行って

いる。 

・ＰＲに効果的なホームページが作

成・運営されている。 

・施設利用等の予約がしやすい。 

・利用者サービスの維持・向上に向け

た取組みを行っている。 

 

 

・開館期間中は、休館日を設けること

なく９時～17 時まで開館、ホタル観

賞期間中は21時まで時間を延長して

開館した。 

・折爪岳 HPや SNS、広報等を利用し、

イベント周知している。 

・施設では休館日なく、市担当課でも

平日電話で利用予約が可能。 

・接客態度を向上するよう指導して

いる。 

 

Ａ 

利用者アンケート等 ・利用者アンケート等を行い、利用者

の意見等の把握に努めている。 

・アンケート結果等に対し適切に対

応している。 

・アンケートを実施しており、要望等

には速やかに対応している。 

 

 

 

Ａ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 折爪岳 HP や二戸市 HP 等を利用し、施設について周知している。また、来館者への丁寧な説明を行い

好評を得ている。 

・改善を要する点 

 該当なし。 

Ａ 

 

 

 

(4) サービス提供の安定性、継続性 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

事業収支 ・応募段階の収支計画と乖離してい

ない。 

 

 

・概ね指定管理料内の支出額となっ

ており、収支計画と乖離していない。 

 

 

Ａ 

指定管理者の経営状況 ・財務状況が著しく悪化していない。 

・悪化している場合、要因分析のうえ

改善策実施。 

 

・計画どおりの収支となってはいる。 

 

 

Ａ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 ふるさと自然公園センターと山の家、もりの学び舎を一元管理し、経営の健全化に取り組んでいる。 

・改善を要する点 

 修繕が必要な個所が多々出てきており、現在の指定管理料内では修繕が厳しい状況である。利用者の

安全性を考慮し、優先順位をつけて修繕に関する対策が必要である。 

Ａ 

 

 

 

 

※（注１）県記載欄：「事業計画・県が求める水準」、「評価指標」「施設所管課評価」 

指定管理者記載欄：「実績（自己評価）」 

（注２）評価指標 

Ａ：協定書、提案書等の内容について高レベルで実施され、また、計画を上回る実績（効果）があり、優れた管理が

なされている 

Ｂ：概ね協定書、提案書等の内容どおり実施され、計画どおりの実績（効果）があり、適切な管理が行われている。 

Ｃ：一部、改善・工夫を要する事項が見られたが、改善済み、または改善される見込みである 

Ｄ：協定書等の内容に対し、不適切な事項が認められ、改善を要する 
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８ 指定開始年度から評価年度までの総合評価 

(1) 指定管理者の自己評価 

① 成果があった取組み、積極的に取り組んだ事項 

・折爪岳ホームページや二戸市ホームページに加え、Facebook 等の SNS を活用し、施設やイベント情報の周知

を行った。 

・自主事業であるヒメボタル観賞を実施し、森林公園利用者の増加及び施設の魅力発信に努めた。 

 

② 現在、苦慮している事項、今後、改善・工夫したい事項、積極的に取り組みたい事項 

・施設の利用者の増加に繋がる体制づくり。 

・木製遊具の管理方法の改善。 

 

③ 県に対する要望、意見等 

・破損や経年劣化している施設の修繕。 

・経年劣化している展示物（写真パネルや模型）の刷新。 

・登山者や来訪者の安全確認のため、森林公園内の登山道及び管理道の整備並びに適正な森林管理。 

・「折爪岳のヒメボタル生息地」保護のための環境調査並びに生態調査への支援。 

 

(2) 県による評価等 

① 指定管理者の運営状況について 

・もりの学び舎とふるさと自然公園センターの一括管理に取り組み、経費の節減等に努めた。 

・自主事業であるホタル観察会の参加者は、好評で 1,434人であった。（対前年比 90％、162人減） 

・学び舎の利用者数は、362人。（対前年度比 60％、245人減） 

 

② 県の対応状況について（自己評価） 

・指定管理者と定期的に連絡を取り、管理・運営状況の把握、情報共有に努めた。 

・施設の修繕等については、利用者等の安全性や指定管理者の要望を考慮し、優先度の高いものから実施してい

る。今年度は、森の学び舎の非常照明器具の修繕を行った。しかし、予算の都合によりすべてには対応できてい

ない。 

 

③ 次期指定管理者選定時における検討課題等 

・もりの学び舎に併設されているふるさと自然公園センターや山の家、キャンプ場等の管理者と連携する必要

がある。 

 

 

９ 改善状況等 

改善を要すると評価された項目（Ｃ、Ｄ評価の項目について） 

・なし 

 

 

改善状況 

（指定管理者から県への報告年月日： 年 月 日） 

 

 

改善状況の確認 

（再評価年月日  年  月  日） 

 

 

 

 


